
【複数の表示デバイスと対話】  Apple 

 

①要約： 

このアイデアは、Apple の発明である複数のデバイス間での画面共有機能について解説し

ています。Bluetooth を使用してスマートフォンやパソコンの画面を簡単に共有できるよう

にすることで、ユーザーエクスペリエンスを向上させることを目指しています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、Apple 製品のユーザーが複数のデバイスを使って作業をする際

に、よりスムーズかつ直感的に画面を共有できるようにすることです。ユーザーが設定や

インターフェースの難しさにイライラすることなく、効率的に作業を行うことができるよ

うにすることが目的です。 

 

③新規性： 

このアイデアは、Bluetooth を活用してApple 製品間での画面共有を実現する点において

新規性があります。特に、デバイス間の方向性認識やインジケーター表示など、使いやす

さを重視した機能が新しいアプローチとして取り入れられています。 

 

④独自性： 

Apple の製品やサービスは、独自のユーザーインターフェースやデザインが特徴的です。

このアイデアも、Apple 製品の特色を活かした直感的な操作や視覚的なフィードバックを

提供することで、他社にはない独自性を持っています。 

 

⑤経済価値： 

複数のデバイスを使って作業を行うユーザーにとって、作業効率を向上させることは大き

な経済価値があります。このアイデアが実現されれば、Apple 製品を使うユーザーがより

快適に作業を行うことができ、生産性や利便性が向上し、経済的な価値を提供することが

期待されます。 


